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[議題] 感染症危機に備えた大規模訓練における
感染症指定医療機関の役割について

令和６年10月22日開催

感染症指定医療機関や県が実施している訓練・研修の状況や
課題等の情報交換を行い、以下について合意した。

➢ 次年度以降も同様に、当部会等において訓練等の状況を共有

大規模訓練における感染症指定医療機関の役割について、意見
交換を行い、以下について合意した。

➢ 感染症指定医療機関として、大規模訓練に参画

➢ 感染症専門家として、参画医療機関だけでなく、部会において
も訓練の必要性及び内容について提案

（委員意見）
• 医療機関主導と保健所主導の訓練がある。効率よく実施するため
に訓練の内容等の共有は有意義。

（委員意見）
• 感染症専門家として、コロナの経験を踏まえ、訓練の必要性や内
容について提案をしていくような役割を担えるのではないか。

• 大規模訓練の実施主体は県だが、訓練のターゲットの選定、やるべき
訓練等、部会で積極的に意見を出し合い、下準備を行っていきたい。

（その他委員意見）

• 大規模訓練の連携先として将来的には高齢者施設を含めることも検討が必要。施設との連携を推進・強化するにあたり県介護部局
との連携もあるとよい。

• 小規模の訓練であれば関係性を築きやすいが、訓練の規模が大きくなると関係性が希薄になるのではないか。小規模のグループをつく
り実施することも効果的ではないか。
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